
日本ボストン会  

 鎌倉 紅葉・古我邸レストラン・一条恵観山荘を巡る 

 

 

 

美術と歴史の会は、11月 30日（金）紅葉に包まれた鎌倉で実施致しました。  

   

１．鎌倉歴史交流館で鎌倉の歴史を遺産、出土品、映像等で学ぶ  

２．歴史的建物、古我邸レストランでフランス料理を楽しむ  

３．後陽成天皇の第九皇子一条恵観によって造営された建物と庭園（一条恵観山荘）を 

散策・見学  

４．浄妙寺の喜泉庵で枯山水庭園を眺めながら、抹茶と菓子を嗜む  

   

当日は、参加者が 9名と小人数でしたが、晴天で気持ちの良い日和で堪能できました。  

   

尚、素敵な写真と解説は小野田さんの「鎌倉紅葉散歩」冊子に記載されていますのでご

覧頂きたいと思います。         

               （記） 酒井一郎（美術と歴史の会）  

     



鎌倉紅葉散歩 

 

             美術と歴史の会 2018.11.30 

             幹事：三好彰、篠崎史郎、酒井一郎 

             写真・編集 小野田勝洋 

 

行程 

 

10：30 JR鎌倉駅西口改札を出て右側、時計台広場集合 

10：40 鎌倉歴史文化交流館見学 

12：00 古我邸レストラン フレンチ料理ランチ 

14：30 鎌倉駅東口、バス停５番乗り場からのバスで浄明寺下車 

14：45 一条恵観山荘散策 

15：50 浄妙寺拝観 喜泉庵で枯山水庭園と抹茶 

16：50 鎌倉駅東口解散 

 

参加者：今脇夫妻、小野田、幸野、酒井夫妻、三好夫妻 ８名 

 

 

鎌倉歴史文化交流館 

 

2017年 5月 15日にオープン。著名建築家ノーマン・フォスター氏の設計事務所（フォ

スター＋パートナーズ）による個人住宅を活用した博物館。鎌倉で発掘された出土品を

主体に、縄文・弥生以降近現代に至る鎌倉の歴史を紹介。 

館は本館と別館からなり、本館には通史展示室・中世展示室・近世／近現代展示室、別

館には考古展示室があり、「日本のシンドラー」と呼ばれる杉原千畝がここで晩年を過

ごした経緯から、寄贈された関連資料の展示がある。  

館の裏手にはやぐらがあり、裏山の高台には現在葛原岡神社に合祀されている合鎚稲荷

社があった。  

  



鎌倉歴史文化交流館 

 

館庭 

 



古我邸 

 

鎌倉の西洋館建築は、横浜の居留地に住む外国人が、避寒、避暑、海水浴ができるリゾ

ート地として鎌倉に訪れるようになった事にはじまる。 

その後、1889年（明治 22）に JR横須賀線が開通し、皇族や華族、富裕層が競うように

洋風建築の別荘を建てた。 

古我邸も、三菱合資会社（後の三菱財閥）の専務理事兼管事の荘清次郎（しょうせいじ

ろう）の別荘として、旧三菱銀行本店や丸ノ内ビルディングの設計を行った桜井小太郎

が 1916年（大正 5年）に完成させた。 

1937年（昭和 12）に日本土地建物（株）の経営者であった古我貞周氏が取得して以来、

「古我邸」という呼び名で親しまれてきた。 

2015年に改修工事を経てフレンチレストランへと生まれ変わった。  

この邸宅は、鎌倉文学館、旧華頂宮邸と共に鎌倉三大洋館に数えられ、鎌倉の別荘文化

を象徴する西洋建築の洋館。 

 

  



古我邸 

 

 

 



 

 

レストラン風景 

 



ランチメニュー 

 

なすのサラダ              ポタージュ 

  

肴                   肉 

  

デザート                デザート２ 

  

  



一条恵観山荘 

 

国指定重要文化財「一条恵観山荘」（いちじょう えかん さんそう） 

この山荘は、後陽成天皇の第九皇子であり、摂政・関白を二度務めた一条恵観（兼遐・

昭良）の造営。往時は京都西賀茂に建つ、一条家別邸の離れだった。恵観公自身が設計

し、随所に雅な心と野趣が込められた、皇族の「茶屋」。 

昭和 34年、鎌倉の地に移築。庭石や枯山水も建物と共に移され当時と同じように配置

された。その後、昭和 39年には国の重要文化財に指定。  

桂離宮は恵観の叔父の八条宮智仁親王、修学院離宮は恵観の兄の後水尾天皇による造営。 

 

山荘に隣接するかふぇ楊梅亭では、庭園の緑を眺めながらひと息つける。パティスリー

雪乃下監修の醍醐のケーキ 600円は、チーズの風味がコーヒー500円と相性がよい。 

  



 

一条恵観山荘 

 
 

  



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



鎌倉 浄妙寺 

 

枯山水の庭園が美しい鎌倉五山第五位の寺。鎌倉の金沢街道沿いにある浄妙寺は 1118

年に源。頼朝の忠臣、足利義兼によって開基された臨済宗の寺院。枯山水の庭と梅の美

しさでも有名。境内には石釜ガーデンテラスという築 90年の洋館を改造したイタリア

ンレストランもある。築 90年の洋館を利用した建物で、天然酵母を利用したパンや鎌

倉の野菜を使ったパスタなどが楽しめる。建物の前にはイングリッシュガーデンが広が

っていて散策が楽しめる。 

浄妙寺は梅の美しさで名高い。浄妙寺は 1188に足利義兼が開基し、退耕行勇が開山し

た。本尊は木造の釈迦如来坐像。南北朝時代の作で、鎌倉十三仏の一つ。 

喜泉庵は枯山水の庭園前に 1991年（平成 3年）に復興された茶室。抹茶とお菓子を楽

しむことができる。建物からは枯山水が一望できる。 



 

  



山門 
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本堂 

 

喜泉庵 枯山水庭園 
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抹茶と生菓子 

 

 

 

 



蔦紅葉                石畳 

  

庫裏 

 



老梅 山門内 

 

 


